
№ 講義時間 タイトル 講師

1 9:00-9:10 廃棄物マネジメント研究センター長からのごあいさつ センター長 神崎 浩

2 9:10-10:30 バイオマス量の把握と資源リサイクルの方法について 教授 藤原 健史

3 10:40-11:40 食品ロスの問題と削減に向けた取り組み 岡山市エコ技術研究会 稲見 圭紅

4 11:40-12:00 質問コーナー 講師全員

5 13:00-14:20 生ごみ減量化の取り組みと普及啓発 准教授 松井 康弘

6 14:30-15:30 家庭における生ごみ堆肥の作り方教室 岡山市エコ技術研究会 山崎 泰二

7 15:30-16:00 もっと生ごみを有効利用するためのディスカッション 講師全員

日 時 ２０１５年６月１３日（土）受付 8：40 ～

会 場 岡山大学 環境理工学部棟１０１講義室（ 岡山市北区津島中3-1-1 ）

対 象 中学生、高校生以上、一般のかた

定 員 ２０人

受 講 料 ５００円（実験代含む）

平成27年度 岡山大学廃棄物マネジメント研究センター公開講座
岡山県生涯学習大学(のびのびキャンパス)連携講座

家庭や地域で発生する食品ごみや剪定枝などの有機物を有効利用する取り組みが広く行われています。
例えば、食品企業で廃棄処分される予定の食品を利用者に提供するフードバンクの取り組みがあります。
家庭やレストランで発生する生ごみから有機肥料を作る試みは多くの市町村で推奨されています。

また、生ごみや剪定枝などを嫌気発酵させて発生したメタンガスを、エネルギーとして回収する施設
も普及し始めました。このようなバイオマス廃棄物の有効利用について初心者にもわかるように解説し

ます。

受 講 案 内

受講番号
氏

名

ﾌﾘｶﾞﾅ 性 別 年 齢 職業・/学校名、学年 備 考

男 ･ 女
歳

※修了証書

□ 不 要

□ 要
現

住

所

郵便番号 電話番号／e-mail：

（注）太枠の中のみ記入してください。（職業欄は，差し支えなければ記入してください。）
申込者が多数の場合は，コピーしてご使用ください。
ご記入いただきました個人情報につきましては，本講座の受講管理の他，次回の公開講座案内に使用させていただきます。
ご案内を希望されない場合は，右側の□に✓印をして下さい。（案内等を希望しない □）

✂ き り と り せ ん
平成27年度 岡山大学廃棄物マネジメント研究センター公開講座

「生ごみ」もっと使おうや！－ バイオマス廃棄物の活かし方 － 受講申込書

岡山大学 公開講座

●申込み方法
受 付 期 間 ： 平成２７年５月７日(木) ～ ５月２１日(木) （土・日・祝日を除く）
受 付 時 間 ： ９時～１２時、１３時～１７時
申 込 方 法 ： 岡山大学ホームページからWeb申込み、申込書を郵送、持参 ※お電話での予約、申込みは出来ません

郵送の場合は、返信用封筒:８２円切手を貼り、返信宛先を明記したものを同封のこと

持参の場合は、９時～１２時，１３時～１７時の間にお越しください。（土・日・祝日を除く）

申込先及び ： 岡山大学自然系研究科等総務課戦略担当（工学部１号館１階）
問合わせ先 〒700－8530 岡山市北区津島中３－１－１

TEL：086-251-8005 e-mail：kikaku@adm.okayama-u.ac.jp

ただし、講義№ ２－７の

うち、４コマ以上の受講
が必要



岡山駅からのごあんない
●JR岡山駅西口バスターミナル22番のりばから岡電バス
【47】系統「岡山理科大学」行きに乗車、「岡大西門」で下車
（バス所要時間約10分）
●JR岡山駅東口バスターミナル7番のりばから岡電バス
【16】系統「津高台団地・半田山ハイツ」行き、
【26】系統「岡山医療センター 国立病院」行き、
【36】系統「辛香口」行き、
【86】系統「運転免許センター」行き

のいずれかに乗車、「岡山大学筋」で下車、徒歩約15分（バス所要時間約10分）
●JR岡山駅東口バスターミナル2番のりばから岡電バス
【17】系統「御野校前・妙善寺」行き、
【67】系統「榊原病院前・妙善寺」行き

のいずれかに乗車、「岡大東門」で下車 （バス所要時間約30分）
●JR津山線「法界院駅」で下車、徒歩約10分

岡山大学 アクセスマップ
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